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平成 31 年４月 定例教育委員会 会議録 要旨 

 

１ 日 時 

平成 31 年４月 25 日（木） 

  開会 午前９時 30 分 閉会 午前 11 時 28 分 

 

２ 場 所 

  市役所西館 2-6 会議室 

 

３ 出席及び欠席委員 

  出席者 大野教育長 上野委員 今村委員 飯盛委員 大庭委員 荒牧委員 白木原委員 

  欠席者 なし 

 

４ 会議出席職員 

  山口教育部長 江頭学校教育担当部長 高塚教育総務課長 松尾保育幼稚園課長 深町生

涯学習課長 古庄文化課長 副島教育総務課副課長 西村保育幼稚園課副課長 松本教育

総務課庶務係長 

 

５ 教育長の報告事項 

 

 ・平成も残りわずか、５月から令和となる。４月も後半に入り暑い状況で、今年の夏を心

配している。 

 ・先週４月 17 日に三日月小学校の校外学習でのバスが、校内に入ってから門扉に接触す

る事故が発生した。児童・保護者に心配をかけ申し訳ないと思う。後程報告を行うが、

記者発表の後新聞報道となった。 

 ・同じ週 19 日金曜日の昼ごろ、小城市立砥川保育園の園児が遊具から落下した事故が発

生した。救急搬送後大事には至らなかったが、池袋の交通事故で親子が亡くなられるよ

うな痛ましい事故もあり、いつどこで何が起こるかわからないという教訓と命の大切さ

について、身近に考えていかなければならないと感じた。 

 ・立て続けに大きい事故があって、ルールを守っていても巻き込まれているところであり、

改めて子どもたちに自分の身を守るためのことについて話をしていかなければならない

と思うし、我々大人もきちっとルールを守らなくてはならないということを本当に強く

感じた。 

 ・４月１日年度始め式、辞令交付式、経営戦略会議。 

 ・２日年度当初の挨拶回りということで、下畑田集会所、小城署に伺った。小城署では、

署長、生活安全課長が異動され、今回挨拶したところ。 

 ・４日給食センター試食会。給食センターの給食については、今回新たに委託していると

ころであるので、注意深く見ながら進めていきたい。 

 ・同日小城市教職員赴任式。 

 ・５日佐賀県人権同和教育推進協議会研修会。 

 ・６日公立保育園入園式。その他いわまつ保育園の入園式に参加したが、民営化後２年目

となるが、新入園児 26 名を含め、111 名でスタートしたとの事。 

 ・同日第 57 回小城春雨まつり。歌曲「春雨」は小城藩士柴田花守が長崎遊学中に料亭

「花月」で作詞されたということで、これを偲び、小城公園の歌碑の前で長崎検番から

三味線、踊りを披露されており、もう 57 回となるが、歴史のあるお祭りだと感じた。そ
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の他柴田花守は須賀神社参道の中腹、大楠神社も建立されている。 

 ・８日新学期がスタートした。現時点での児童・生徒数は、小学校 2,608 名、中学校

1,250 名の 3,858 名。学級数では、小学校 129 学級のうち、42 学級が特別支援、中学校

56 学級のうち 16 学級が特別支援学級となっており、特別支援学級が約３割と増加傾向。 

 ・10 日から 12 日までは小・中・高校の入学式ということで、私は牛津高校、牛津中学校、

三日月小学校に参加した。 

 ・15 日晴田幼稚園及び三日月幼稚園入園式。 

 ・16 日高田保馬博士顕彰会の市長表敬訪問。作成された本とパンフレットの報告。県内の

小・中学校図書館に配布されている。改めて高田保馬先生の顕彰もやっていくというこ

とで感謝しているところ。 

 ・17 日小城市青少年育成市民会議の常任理事会及び 2019 国体九州ブロックの佐賀県総会

が開催された。今年は九州ブロックの大会において小城市がハンドボールとバレーボー

ルの受け入れをする予定。 

 ・18 日全国学力・学習状況調査と佐賀県の小・中学校学習状況調査となっている。今年ま

でが４月の調査で、以降は年１回の調査になっている。 

 ・20 日、平成 31 年度戦没者追悼式。同日スポーツ推進協議会総会。現在スポーツ推進委

員は定員 50 名のところ 46 名。 

 ・22 日平成 31 年度佐賀県教育委員会・市町教育委員会協働会議。主に県教育委員会の事

業説明がなされたが、昨年の肥前さが幕末維新博覧会をもとに、ことしは高校生の 2019

さが総文祭があるということも含め、志を高める教育の推進を柱にするということで、

確かな学力、豊かな心、健やかな体を育む教育と、多様ニーズに対応した環境整備を展

開していくという話があった。 

 ・24 日小城地区防犯協会の防犯グッズ贈呈式。今回は牛津小学校で行われた。 

 ・本日定例教育委員会、午後から全体区長会、夜は小城市青少年育成市民会議総会。 

 ・以降５月８日に学校経営説明会が予定されている。 

〔意見・質問〕 

○Ｂ委員 

 子どもが登下校の際に横断歩道を渡る際に交通指導員の方が旗を持っていると思

うが、話にもあったとおり、指導員さんがおられても、横断歩道を渡るときには左

右確認をするなど、自分の身は自分で守るということの徹底はお願いしたい。 

 また、県の佐賀県教育委員会・市町教育委員会協働会議の際の資料は面倒とは思

うが、各教育委員にお渡しいただければと思う。 

○教育長 

 自分の身は自分で守るということについては、改めて小・中学校の校長先生を通

じて確認の習慣はしっかりと持たせたい。防犯も含めて、対応能力、危機を乗り越

える力を義務教育期間中までにしっかりつけて社会に出すべきだと思う。 

 また、会議資料については、県がまだ総合計画を策定中の状況でもあったため、

策定後にまとめてお出ししたいと考えている。 

○Ｆ委員 

 小学校から中学校に進学する際に国立や県立に流れる子どもさんはいると思うが

人数はどうか。 

○Ｂ委員 

 小学校から中学校に何人行ったというデータがあると思うが、中学受験があって、

どのような推移かを出していただければ。 

○学校教育担当部長 



- 3 - 

 約 40 名程度が県立、私立の中学校に行っている。 

○Ｂ委員 

 約 30 人弱だったのが、40 人になっているということか。 

○学校教育担当部長 

 平成 30 年４月が 22 名、平成 31 年４月が 37 名となっている。 

○Ｂ委員 

 教育長も初心を忘れずに原点に返るという話をされているが、教育委員会として、

進学は個人の自由としても、小城市内の学校でも十分であるといえるような学校づ

くりをしようと、そういった意気込みでスタートしたとところでもある。一方で本

人の自由も確かにある。 

○教育長 

 保護者の価値観や本人の意思はあるにしても、市内の義務教育で小中連携を推進

し、15 歳で外に飛び出すまでは小城市で見ていこうという方向性はしっかりと持ち

ながら現在も進めている。その件に関して議会でも発言が出ていた部分はあるが、

改めて小中連携、小中一貫、幼・保・小・中連携を大きな目的、目標、柱にしなが

ら先日校長会でも話をさせてもらった。 

 

６ 議 事 

第１ 議決事項 

【会議録】 

  教育委員会の会議録について（公開） 

〔意見・質問〕 

なし 

〔結果〕 

承認 

 

【議案第１号】 

小城市公民館条例施行規則の一部改正について  

〔説明〕 

◇生涯学習課長が説明 

小城市公民館条例施行規則の一部改正について、別紙のとおり提出する。 

小城市公民館条例の記載と小城市公民館条例施行規則との整合を図るため規則の一

部を改正する必要があるもの。 

開館時間及び休館日を新旧対照表のとおり実態に合わせて改正を行っている。 

〔意見・質問〕 

なし 

〔結果〕 

承認 

 

【議案第２号】 

社会教育委員の委嘱について 

〔説明〕 

◇生涯学習課長が説明 

社会教育委員の任期満了に伴い、社会教育法第 15 条第２項及び小城市社会教育委

員条例第２条第２項に基づき提出する。 
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小城市社会教育委員は条例により、定数が 12 名、任期は２年間で平成 31 年４月１

日から平成 33 年３月 31 日までとなっている。名簿のとおり 12 名の内６名が新任と

なっている。 

〔意見・質問〕 

なし 

〔結果〕 

承認 

 

【議案第３号】 

小城市民図書館協議会委員の任命について 

 〔説明〕 

◇文化課長が説明 

平成 31 年３月 31 日で委嘱期間が満了したことに伴い小城市民図書館条例第５条に

基づき提案する。 

名簿のとおり９名を委嘱したいと考えており、内新任は牛津中の吉田校長先生と

なっている。 

〔意見・質問〕 

なし 

〔結果〕 

承認 

  

【議案第４号】 

    小城市立中林梧竹記念館協議会委員の任命について 

 〔説明〕 

◇文化課長が説明 

平成 31 年３月 31 日で委嘱期間が満了したことに伴い小城市立中林梧竹記念館協議

会条例第３条に基づき提案する。 

名簿のとおり８名を委嘱したいと考えており、内新任は佐賀県立博物館の川副氏と、

小城市文化連盟会長の相川氏となっている。 

〔意見・質問〕 

なし 

〔結果〕 

承認 

 

  【議案第５号】 

    小城市立歴史資料館協議会委員の任命について 

 〔説明〕 

◇文化課長が説明 

平成 31 年３月 31 日で委嘱期間が満了したことに伴い小城市立歴史資料館協議会条

例第３条に基づき提案する。 

名簿のとおり７名を委嘱したいと考えており、内新任は多久市郷土資料館の志佐氏

と、佐賀県立博物館の川副氏となっている。 

〔意見・質問〕 

○Ｂ委員 

 竹下委員は現在どこに所属されているか。 
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○文化課長 

 佐賀城本丸歴史館に異動されている。 

〔結果〕 

承認 

 

【議案第６号】 

小城市文化財保護審議会委員の任命について 

 〔説明〕 

◇文化課長が説明 

平成 31 年３月 31 日で委嘱期間が満了したことに伴い小城市文化財保護審議会条例

第４条に基づき提案する。 

名簿のとおり引き続き５名を再任したい。 

〔意見・質問〕 

なし 

〔結果〕 

承認 

 

第２ 報告事項 

【報告第３号】 

小城市立岩松保育園の民営化に係る評価結果について 

 〔説明〕 

◇保育幼稚園課長が説明 

小城市立岩松保育園の民営化に係る評価結果について、小城市立岩松保育園民営化

評価委員会より提出されたため報告する。 

評価委員５名により評価いただき、今回の評価結果としてＡ評価をいただいた。 

移管先は地域や園の状況を十分把握した事業者であることから、園児や保護者に

とって受け入れやすく安心感があるとしたほか、医療機関のスムーズなサポートが受

けられることも保護者から評価された。 

また、移管先事業者の取り組みの中で、男性保育士の配置を初め、余裕を持った十

分な職員配置も意見が出たところ。 

一方で改善点というところで、年間を通して園の行事が多いということは目につい

たようであった。 

今回項目ごとに評価をいただき、行政の取り組みについての分類評価はＡ評価。移

管先の事業者の取り組みについても分類評価はＡ評価とされ、総合評価Ａをいただい

ている。 

〔意見・質問〕 

○Ｂ委員 

 一番の基本である遊びを通して、子どもたちが成長していく環境をもう少し保障

していただきたい。行事はあるが、本当に幼児教育の根幹の部分が薄いということ

か。 

○保育幼稚園課長 

 年長児の活動の中でも、委員からもう少し子どもたちから発信させるような仕掛

けが良いんではないかという言葉があった。 

○Ｆ委員 

 いろいろな幼稚園の行事に参加して、園によってやっている内容に差があると感
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じた。つめこみの教育は幼児期に推進しないことではあるが、逆にやらせてみたら

できるということも実感として見させてもらった。 

○Ｃ委員 

 いわまつ保育園の卒園式に保護者より若いくらいの男性保育士がおられたが、卒

園式で感動して泣かれているのを見て、それだけ一生懸命してもらっているんだな

と感じた。 

○Ｅ委員 

 いわまつ保育園の園長先生と話をする機会があったが、小城市は保育園にまで特

別支援関係のサポーターさんとか手厚くされているなど、いい点として驚かれてい

た。 

○教育長 

 現在市内では 15 園くらい私立、公立の園があるが、小城市のいいところは幼保

ネットワーク。このネットワークを通じて、それぞれ園の方針はありながらも教育

委員会としてこういう方向性が望ましいのではないかという話もできる。 

 とにかく就学前の幼稚園、保育園、こども園の今後については、教育委員の皆様

方のいろんな意見を聞きながら進めていきたいので、今後もよろしくお願いしたい。 

〔結果〕 

了承 

 

【報告第５号】 

小城市立小学校事案の経過報告について 

 〔説明〕 

◇学校教育担当部長が説明 

小城市立三日月小学校において、４月 17 日に交通事故が発生したため報告する。 

同日市のバスを利用して三日月小学校４年生が社会科の校外学習で小城消防署に見

学後、学校へ戻る 11 時 15 分頃南側からバスが進入する際に車両前方左側を校門の扉

に接触させた。 

運転手は接触時に急ブレーキをかけたが、数名の子どもたちがけがをした。シート

ベルトは着用していたが、ブレーキの反動でドリンクホルダーや肘掛等に顔や体の一

部をぶつけ、保健室で応急手当てをして同日中に７名が病院へ受診し、最終的な報告

では 16 名が病院へ受診している。 

どの児童も大きなけが等にはなっていない状況で、けがは快方に向かっている。 

〔意見・質問〕 

○Ａ委員 

 情報ではシートベルトは着用していたとの事であったので、安心したところ。 

○Ｂ委員 

 記者発表をしたことはよかった。事実に則って早期に公明正大が一番いい。 

〔結果〕 

了承 

 

７ その他 

 （１）教育委員会の共催及び名義後援事業について 

〔説明〕 

◇教育総務課庶務係長が説明 

  ①小城市三・九カップ実行委員会／第 18 回小城市三・九カップサッカー大会 
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〔意見・質問〕 

○Ｂ委員 

 私も以前関わっており、後援か共催か教育委員会としても判断が難しいところと

は思うが、最初の大会開催の趣旨を考えると、命の大切さなど非常に教育的な大会

であるので、共催で事業を進めていければと思う。 

○教育長 

 三・九カップについては、経緯も含めて教育委員会として共催で進めていく事業

の一つと捉えている。 

〔結果〕 

了承 

 

 （２）学校経営計画説明会について 

 〔説明〕 

◇学校教育担当部長が説明 

５月８日に学校経営計画説明会を予定している。当日の流れとしては、昨年度と同

様な形で学校経営について校長からの説明後に質疑や意見をいただく。 

当日はたくさんのご意見、感想などをいただければと思う。 

〔意見・質問〕 

なし 

〔結果〕 

了承 

 

 （３）平成 31 年度東部教育事務所及び小城市教育委員会学校訪問予定について 

 〔説明〕 

◇学校教育担当部長が説明 

今年度の学校訪問については一覧を用意している。 

今年度のスタートは５月 21 日、牛津中学校の東部教育事務所訪問を皮切りに月３

校程度訪問を行う予定。 

〔意見・質問〕 

なし 

〔結果〕 

了承 

 

８ 次回定例教育委員会開催日程及び場所 

 ◇定例会 

  【日 時】 ５月 29 日（水） 午前９時 30 分～ 

  【場 所】 小城市役所 西館２階 ２－６会議室 

 

９ 議 事【非公開】 

第１ 議決事項 

【会議録】 

  教育委員会の会議録について（非公開）                〔承認〕 

第２ 協議事項 

【協議第１号】 

外国からの一時滞在者の幼稚園体験について               〔了承〕 
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【協議第２号】 

就学援助（準要保護）の認定について                  〔了承〕 

第３ 報告事項 

【報告第１号】 

就学援助の認定について                        〔了承〕 

【報告第２号】 

教職員の交通事故に係る服務上の措置について                〔了承〕 

 


